
国指定鳥獣保護区における渡り鳥の状況について

国指定鳥獣保護区名 主な渡り鳥の種類 現在の渡り鳥の主な種類 備 考 ※4

<飛来期間> ※1 及び羽数(概数) ※2 ※3

北 浜頓別ｸｯﾁｬﾛ湖 ｶﾓ類 5万羽 ｶﾓ類 39,000羽、 ※主に渡去の中継地 北
はまとんべつ

海 (浜頓別町) <9月中旬～4月下旬> ｺﾊｸﾁｮｳ 3,389羽、 10/24にﾊｸﾁｮｳ5,500羽飛 海

道 ﾊｸﾁｮｳ類 5千羽 ｵｵｼﾞﾛﾜｼ 2羽 来。ｵｵﾜｼ・ｵｼﾞﾛﾜｼも見ら 道

<10月中旬～4月下旬> れるようになった。

(10/26現在)

宮島沼 ﾏｶﾞﾝ 約5～6万羽 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 500羽、ｺｶﾞﾓ 275 ※主に渡去の中継地
みやじまぬま

(美唄市) <秋期9月下旬～10月下 羽、ﾐｺｱｲｻ 100羽、ｺｶﾞﾓ ﾏｶﾞﾝの主要な群れは南
び ば い

旬、春期4月> 275羽、ｶﾙｶﾞﾓ 30羽、ﾂﾙｼｷﾞ 下。ﾊｸﾁｮｳ類・ﾋｼｸｲなど

他にｵﾅｶﾞｶﾞﾓ等ｶﾓ類、 20羽 は、数十羽から数百羽が

ｺﾊｸﾁｮｳ等ﾊｸﾁｮｳ類 短期的に滞在。

(10/25現在)

ウトナイ湖 ﾊｸﾁｮｳ類 ｶﾞﾝ･ｶﾓ類 1,144羽、 ※主に渡去の中継地

(苫小牧市) <10月上旬～4月下旬> ﾊｸﾁｮｳ類 155羽、 ｶﾓ類の飛来数、最大350
とまこまい

ｶﾞﾝ･ｶﾓ類 ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ 1羽 羽確認。ﾊｸﾁｮｳ、ｶﾞﾝ･ｶﾓ

<9月中旬～4月上旬> の渡り中継地として日々

ｵｵﾜｼ、ｵｼﾞﾛﾜｼ 飛来数が変更。ｵｵﾊｸﾁｮｳ

類飛来数、最大250羽確

認。 (10/25現在)

濤沸湖 ｵｵﾊｸﾁｮｳ、ｶﾓ類 ｶﾓ類 10,000羽、 ※主に渡去の中継地 釧
とうふつこ

(網走市、小清水町、 <10月～4月> ｵｵﾊｸﾁｮｳ 184羽 ｵｵﾊｸﾁｮｳは増加する時期。 路

白鳥公園付近) ｵｵﾜｼ、ｵｼﾞﾛﾜｼ (10/22現在)

風蓮湖 ｵｵﾊｸﾁｮｳ、ｶﾓ類 ｶﾓ類・ｵｵﾜｼ 数未確認、 ※主に渡去の中継地
ふうれんこ

(根室市、別海町) <10月～4月> ｵｵﾊｸﾁｮｳ 2,994羽 ｵｵﾊｸﾁｮｳは例年より早め
べつかい

ｵｵﾜｼ、ｵｼﾞﾛﾜｼ の飛来。数もやや多め。

(10/26現在)

厚岸・別寒辺牛・ (厚岸湖側) ｶﾓ類 数未確認、 ※主に渡去の中継地
あつけし べ か ん べ う し

霧多布 ｵｵﾊｸﾁｮｳ、ｶﾓ類 ｵｵﾊｸﾁｮｳ 3,000羽 10/23にｵｵﾜｼを初認。
きりたっぷ

(標茶町、厚岸町、 <10月～4月> (10/31現在)

浜中町) ｵｵﾜｼ、ｵｼﾞﾛﾜｼ

(霧多布側) ｶﾓ類 6,500羽、 ※主に渡去の中継地

ｵｵﾊｸﾁｮｳ、ｶﾓ類 ｵｵﾊｸﾁｮｳ 800羽、 ﾎｵｼﾞﾛｶﾞﾓ、ｶﾜｱｲｻが増加。

<10月～4月> ｵｼﾞﾛﾜｼ 6羽 ｵｵﾊｸﾁｮｳ・ｶﾓ類とも、昨

ｵｵﾜｼ、ｵｼﾞﾛﾜｼ 年より多く飛来。

(10/30現在)

青 小湊 ｵｵﾊｸﾁｮｳ、ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ、 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 300羽、 10月上旬よりｵﾅｶﾞｶﾞﾓが 東
こみなと

森 (東津軽郡) ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ、ﾕﾘｶﾓﾒ ｵｵﾊｸﾁｮｳ 29羽 飛来。10月下旬よりｵｵﾊｸ 北

ﾁｮｳが飛来。(10/31現在)



秋 大潟草原 ｺｶﾞﾓ､ﾏｶﾞﾓ等ｶﾓ類 ｺｶﾞﾓ 1,500羽、 9/16よりｺｶﾞﾓ、ﾏｶﾞﾓが飛

田 (大潟村、男鹿市) ｺﾊｸﾁｮｳ等ﾊｸﾁｮｳ類 ﾏｶﾞﾓ 50羽 来。10/16よりﾏｶﾞﾝ、ﾋｼｸ

県 ﾋｼｸｲ、ﾏｶﾞﾝ ｲが飛来。10/24よりﾊｸﾁｮ

<10月下旬～3月下旬> ｳ類が飛来。(10/30現在)

宮 伊豆沼 ﾏｶﾞﾝ 3万羽 ｶﾞﾝ･ｶﾓ･ﾊｸﾁｮｳ類 20,000羽 9/21よりﾏｶﾞﾝが飛来。

城 (栗原市、登米市) <9月下旬～3月> (10/25現在)
と め

県

山 最上川河口 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 2万羽、 ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 14,000羽、 9/23よりｵｵﾊｸﾁｮｳ数羽が

形 (酒田市) ﾎｼﾊｼﾞﾛ 2千羽、 ｵｵﾊｸﾁｮｳ 1,700羽、 飛来。10/11よりﾊｸﾁｮｳ個

県 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ 2千羽、 ｺﾊｸﾁｮｳ 1,100羽、 体群が飛来。(10/30現在)

ｵｵﾊｸﾁｮｳ 5千羽、 ｶﾓ類 1,500羽

ｺﾊｸﾁｮｳ 3千羽、

<10月中旬～4月中旬>

千 谷津 ｶﾓ類 4千羽 ｶﾞﾝ･ｶﾓ類 133羽、 台風の影響か、前回百羽 関

葉 (習志野市) <10月中旬～4月下旬> ｼｷﾞ･ﾁﾄﾞﾘ類 618羽 を超えていたｵﾅｶﾞｶﾞﾓ･ｺ 東

県 ｼｷﾞ･ﾁﾄﾞﾘ 2千羽 ｶﾞﾓが減少。ﾊﾏｼｷﾞは大幅

<8月上旬～5月中旬> 増加。 (10/28現在)

新 佐潟 ﾏｶﾞﾓ、ｺｶﾞﾓ等ｶﾓ類 ﾊｸﾁｮｳ類 2,070 羽、 10/24よりﾊｸﾁｮｳ類の飛来
さ か た

潟 (新潟市) 5千羽 ﾏｶﾞﾓ 400羽、 急増。ﾏｶﾞﾓが増加傾向。

県 <10月上旬～3月下旬> ｺｶﾞﾓ 2,000羽、 (10/12現在)

ｺﾊｸﾁｮｳ、ｵｵﾊｸﾁｮｳ等 その他ｶﾓ 50羽

3千羽

<11月上旬～2月下旬>

石 片野鴨池 ｶﾞﾝ･ｶﾓ類 3千羽 ｶﾓ類 500羽、 9月中旬より飛来開始。 中
かたの かもいけ

川 (加賀市) <9月上旬～4月中旬> ﾏｶﾞﾝ 1,200羽 暖かいためか、ｶﾓの数が 部

県 ｺﾊｸﾁｮｳ 4百羽 少ない。 (10/21現在)

<10月中旬～3月下旬>

愛 藤前干潟 ｶﾓ類 3千羽 ﾕﾘｶﾓﾒ 537 羽、 ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ群を多く記録。
ふじまえひがた

知 (名古屋市) <9月下旬～5月初旬> ｺｶﾞﾓ 1,800羽、ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ ﾊﾏｼｷﾞは例年より少ない。

県 ｼｷﾞ･ﾁﾄﾞﾘ類 1,200羽、ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ 700羽、 ｼﾛﾁﾄﾞﾘは漂鳥が多い。

<8月初旬～5月中旬> ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ 180羽、ﾊﾏｼｷﾞ (10/29現在)

800羽、ｼﾛﾁﾄﾞﾘ 90 羽

鳥取県 中海 ｶﾓ類 5万羽 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ、ﾏｶﾞﾝ等ｶﾓ類 渡りのピーク。 中
なかうみ

・ (米子市、境港 <10月上旬～4月末> 23,778羽 (10/25現在) 国

島根県 市、安来市、 ・

松江市) 四

国

島 宍道湖 ｺﾊｸﾁｮｳ 9百羽 ﾏｶﾞﾝ 1,400羽、 潜水ｶﾞﾓの群れが多い。
し ん じ こ

根 (松江市、斐川町) ﾏｶﾞﾝ 3千羽 ｶﾓ類 9,200羽 (10/31現在)
ひ か わ

県 ｶﾓ類 5万羽

<10月～5月>



福 和白干潟 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ、ﾏｶﾞﾓ等ｶﾓ類、 ｶﾓ類 150羽 ｶﾓ類種類未確認。異常な 九
わ じ ろ ひ が た

岡 (福岡市) ﾊﾏｼｷﾞ等ｼｷﾞ類 1,000～ し。 (10/26現在) 州

県 1,500羽<10月下旬～3

月下旬>

鹿 出水・高尾野 ﾅﾍﾞﾂﾞﾙ、ﾏﾅﾂﾞﾙ等ﾂﾙ類 ｶﾓ類 2,600羽、 異常なし。 (10/28現在)
い ず み た か お の

児 (出水市) <10月～3月> ﾅﾍﾞﾂﾞﾙ 6,000羽、

島 ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ、ﾏｶﾞﾓ等ｶﾓ類 ﾏﾅﾂﾞﾙ 80羽

県 <10月～3月>

宮 霧島 <御池> ﾏｶﾞﾓ等ｶﾓ類 ﾏｶﾞﾓ 50羽 10/18より飛来開始。
きりしま み い け

崎 (都 城市、高原 <10月～4月> (10/24現在)
みやこのじょう たかはる

県 町)

沖 漫湖 ﾑﾅｸﾞﾛ、ｱｶｱｼｼｷﾞ等のｼｷﾞ ｼｷﾞ類 95羽、 渡来中。 (10/24現在) 那
ま ん こ

縄 (那覇市、豊見城市) ･ﾁﾄﾞﾘ類、ｶﾓ類 ｻｷﾞ類 25羽、 覇

県 <冬期間> ﾁﾄﾞﾘ類 47羽

注：標記の内容は、各保護区を管轄する環境省の各地方環境事務所等が、業務報告や地域等からの聞き取り等に
より収集した保護区内の渡り鳥の状況をとりまとめたものである。
※1：業務報告、聞き取り等により推定した一般的な例年の状況である。
※2：情報収集した時点で可能な限り把握した内容であり、分布状況、地形、時間、天候等により確認不能な

場合があるため、全てを確認したものではない。
※3：情報収集時点で推定される状況を、業務報告や聞き取り等により把握したものである。
※4：標記の各保護区を管轄する地方環境事務所及び自然環境事務所。


